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　はじめに

クダリボウズギス属 Gymnapogon は世界で 7 名

義種が有効とされており（Mabuchi et al., 2014），

そのうち日本産の標本に基づき記載あるいは報告

があるものは，G. foraminosus (Tanaka, 1915)，G. 

japonicus Regan, 1905，G. philippinus (Herre, 1939)，

および G. vanderbilti (Fowler, 1938) の 4 名義種で

ある（田中，1915；林，2013；馬渕ほか，2015）．

Mabuchi et al. (2014) は，松原（1955）以降，長ら

く G. japonicus の 新 参 異 名 と さ れ て き た G. 

foraminosus を有効種として扱ったが，標徴や記

載，調査標本等の根拠となる情報は示されていな

い．一方，馬渕ほか（2015）は，クダリボウズギ

ス属は 7 有効種が知られており，日本からはクダ

リボウズギス G. japonicus，ナンヨウクダリボウ

ズギス G. philippinus，およびコモンクダリボウズ

ギス G. vanderbilti の 3 種が知られているとのみ

記述している．Mabuchi et al. (2014) と馬渕ほか

（2015）は，長崎県産の標本に基づき記載された G. 

foraminosus を有効とするも，本名義種を日本産

クダリボウズギス属魚類に含めておらず，また同

属他種との識別形質等を示していない．今後，G. 

foraminosus の分類学的再検討が必要であるが，

本研究では便宜的に，林（2013）にしたがい，ク

ダリボウズギスを G. japonicus として扱った．

クダリボウズギスは日本国内において，新潟

県佐渡，島根県久村，山口県大島，長崎県平戸島・

天草，瀬戸内海，千葉県銚子から高知県土佐湾の

太平洋沿岸，奄美群島奄美大島，および沖縄諸島

沖縄島から記録されている（松原，1955；林，

2013；石原・立原，2014）．

2014 年 9 月 21 日に種子島の牧川港沖から 3 個

体のクダリボウズギスが採集された．本報告は大

隅諸島からの標本に基づく初めての記録となる．

　材料と方法

計数・計測方法は Fraser (2005) にしたがった．

標準体長は体長と表記し，計測はデジタルノギス

を用いて 0.1 mm の精度で行い，計測値は体長に

対する百分率で示した．鰓耙数は左頭側の第 1 鰓

弓の鰓耙を計数した．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，分布の調査に用い

た画像資料は神奈川県立生命の星・地球博物館の

魚類写真資料データベース（KPM-NR）に登録さ

れている．

　結果と考察

Gymnapogon japonicus Regan, 1905

クダリボウズギス　（Fig. 1; Table 1）

　標本　3 個 体： 体 長 24.9–32.7 mm．KAUM–I. 

66446， 体 長 32.7 mm，KAUM–I. 66447， 体 長

29.7 mm，KAUM–I. 66448，体長 24.9 mm，鹿児

島 県 熊 毛 郡 中 種 子 町 牧 川 港 沖，30°37′40″N, 

130°56′53″E，タモ網，水深 2–8 m，2014 年 9 月

大隅諸島初記録のテンジクダイ科魚類クダリボウズギス

吉田朋弘 1・本村浩之 2

1 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学大学院連合農学研究科
2 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　 　
Yoshida, T. and H. Motomura. 2016. First records of 

Gymnapogon japonicus (Perciformes: Apogonidae) from 
the Osumi Islands, Kagoshima, Japan. Nature of 
Kagoshima 42: 173–177.

 TY: the United Graduate School of Agricultural Sciences, 
Kagoshima University, 1–21–24 Korimoto, Kagoshima 
890–0065, Japan (e-mail: k5299534@kadai.jp).



174

Nature of Kagoshima Vol. 42, Mar. 2016 RESEARCH ARTICLES

21 日，本村浩之・吉田朋弘・田代郷国．

　記載　計数値と体各部の体長に対する割合を

Table 1 に示した．体は細長く側扁する．第 1 背

鰭起部で体高が最も高い．口は大きくやや斜位で，

主上顎骨後端は眼の後端をこえる．前鼻孔は短い

鼻管の先端に開口し，吻端近くに位置する．後鼻

孔は孔状で，前鼻孔の斜め後方，眼窩付近に位置

する．上顎前方に犬歯状歯を 5–6 対そなえ，後方

は 1–2 列に小円錐歯が並ぶ．下顎には 1–2 列の犬

歯状歯がならぶ．鋤骨には 1 対の犬歯状歯がある．

口蓋骨には 1–2 列の小円錐歯がある．第 1 背鰭起

部は胸鰭基部上端の直上より後方に位置し，第 1

背鰭基底後端は臀鰭起部の直上より前方に位置す

る．第 2 背鰭起部は臀鰭始部の直上よりやや前方

に位置し，第 2 背鰭基底後端は臀鰭第 8 軟条基部

の直上に位置する．臀鰭起部は第 2 背鰭第 1 軟条

基部の直下に位置し，臀鰭基底後端は第 2 背鰭基

部後端の直下よりやや後方に位置する．胸鰭上端

Fig. 1. Fresh specimens of Gymnapogon japonicus from Tanega-shima island, Japan. A: KAUM–I. 66446, 32.7 mm standard length (SL); B: 
KAUM–I. 66447, 29.7 mm SL; C: KAUM–I. 66448, 24.9 mm SL.
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起部は第 1 背鰭起部の直下より前方に位置し，そ

の先端は第 2 背鰭第 3 軟条基部の直下に達する．

腹鰭挿入部は第 1 背鰭起部の直下より前方に位置

し，その先端は臀鰭起部に達しない．鱗がない．

前鰓蓋骨は無棘で，その隅角部に 1 被膜を有する．

尾鰭は二叉形．

　色彩　 生 鮮 時 の 色 彩 ―KAUM–I. 66446（Fig. 

1A）は，体全体は半透明で吻部と体側後半部に

赤橙色色素胞がやや密に分布する．各鰭は透明で

第 2 背鰭基底付近は赤橙色色素胞がやや密に分布

する．臀鰭基底と尾鰭基部付近も同様に赤橙色色

素胞がやや密に分布する．KAUM–I. 66447, 66448

（Fig. 1B–C）は，体全体は半透明で吻部と体側後

半部に赤橙色色素胞が分布する．各鰭は透明で第

2 背鰭基底付近は赤橙色色素胞が分布する．臀鰭

基底と尾鰭基部付近も同様に赤橙色色素胞が分布

する．

　固定後の色彩 ― 体全体は乳白色で，各鰭は透

明．

　分布　本種は日本，韓国，台湾，およびフィリ

ピンから記録されている（林，2013）．国内では

新潟県佐渡，島根県久村，山口県大島，長崎県平

戸島・天草，瀬戸内海，千葉県銚子から高知県土

佐湾の太平洋沿岸，大隅諸島種子島，奄美群島奄

美大島，および沖縄諸島沖縄島から記録されてい

る（松原，1955；林，2013；石原・立原，2014；

本研究）．

　 備 考　Gymnapogon japonicus Regan, 1905 は，

瀬戸内海から採集された標本に基づき新種として

記載された．一方，田中（1915）は長崎県から得

られた標本 1 個体に基づき Henicichthyidae 科の 1

新種 Henicichthys foraminosus を記載し，和名をク

ダリボオズギスとした．その後，Tomiyama (1936)

は山口県大島，長崎県，千葉県小湊，および三重

県四日市から得られた 4 個体（体長 35–60 mm）

に 基 づ き， 田 中（1915） が 記 載 し た H. 

foraminosus をハゼ科として扱い，和名アカツキ

ハゼとした．さらに，岡田・松原（1938）は，

Tomiyama (1936) の 見 解 に し た が い，H. 

foraminosus をハゼ科のアカツキハゼとして報告

Table 1. Counts and proportional measurements (% of standard length) of Gymnapogon japonicus.

Gymnapogon japonicus
Tanega-shima island

n = 3
Standard length (SL, mm) 24.9–32.7

Counts Modes
Dorsal-fin rays VI-I, 10 VI-I, 10
Anal-fin rays II, 9 II, 9
Pectoral-fin rays 12 12
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
Gill rakers 2 + 8–9 = 10–11 2 + 8 = 10

Measurement (% of SL) Means
Body depth 19.9–21.7 20.8
Head length 36.1–36.7 36.4
Eye length 13.2–15.3 14.3
Snout length 6.7–7.2 7.0
Interorbital width 4.8–5.1 4.9
Upper-jaw length 16.9–17.4 17.2
Caudal-peduncle depth 9.8–11.1 10.4
Caudal-peduncle length 25.3–26.6 26.0
1st dorsal-fin spine length 6.0–7.1 6.4
2nd dorsal-fin spine length 9.1 9.1
3rd dorsal-fin spine length 10.8–11.2 11.0
4th dorsal-fin spine length 10.1 10.1
1st spine length of 2nd dorsal fin 6.8–7.6 7.2
1st anal-fin spine length 4.4–5.8 5.0
2nd anal-fin spine length 7.7–8.3 8.0
Pectoral-fin length 24.9–27.7 26.3
Pelvic-fin length 16.2–17.3 16.9
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をした．一方，松原（1955）は H. foraminosus を G. 

japonicus の新参異名として扱い，G. japonicus を

テンジクダイ科のクダリボウズギス属に帰属さ

せ，和名クダリボウズギスを用いた．その後，日

本におけるクダリボウズギスの報告において，G. 

japonicus が使用されてきた（林，2013；石原・

立原，2014）．しかし，Mabuchi et al. (2014) と馬

渕ほか（2015）は，G. japonicus の新参異名とさ

れてきた G. foraminosus を有効種として認めたが，

日本産テンジクダイ科魚類に G. foraminosus を含

めず，同属他種との識別形質や根拠を示さなかっ

た．

　 林（2013） が 示 し た ク ダ リ ボ ウ ズ ギ ス G. 

japonicus の記載や図は前鰓蓋骨に発達した 1 棘

を有するが，本研究で用いた種子島産の標本では

前鰓蓋骨に発達した 1 棘が確認できなかった．

Tomiyama (1936) が示した H. foraminosus の図（P. 

51; Fig. 9）と松原（1955）の G. japonicus の記載

も同様に，前鰓蓋骨に発達した 1 棘が確認されな

かった（本研究）．このように日本産クダリボウ

ズギスは混乱しており，詳細な分類学的な研究が

必要とされるが，第 1 背鰭棘が 6 本であること，

第 2 背鰭軟条が 10 本であること，臀鰭軟条が 9

本であること，胸鰭軟条が 12 本であること，体

側に鱗がないこと，尾柄後端に B 字状の黒色斑

がないことの特徴により，便宜的に種子島産の調

査標本をクダリボウズギスと同定した．

　これまでクダリボウズギスは松原（1955）が示

した分布域，山口県大島，長崎県，瀬戸内海，千

葉県小湊，および三重県四日市に加えて，新潟県

佐 渡（ 本 間，1957）， 島 根 県 久 村（ 林，2013；

KPM-NI 18266, 18292, 18293），長崎県平戸島・天

草（林，2013），高知県（Kamohara, 1958），奄美

群島奄美大島（林，1996）および沖縄諸島沖縄島

（石原・立原，2014）から報告されている．したがっ

て，種子島から得られた 3 個体は，大隅諸島から

の初記録となる．

　また，本報告で用いた標本のうち，体長 32.7 

mm の最大個体（KAUM–I. 66446；Fig. 1A）は生

鮮時，体側後半部に赤橙色色素胞がやや密に分布

していた．体長 24.9–29.7 mm の 2 個体（KAUM–I. 

66447, 66448; Fig. 1B–C）は，最大個体に比べて

同部位の赤橙色色素胞は少ない．吻部，背鰭，臀

鰭，および尾鰭も同様に最大個体は残りの 2 個体

に比べ，赤橙色色素胞が多い傾向がみられた．本

報告で使用した 3 個体は同時に採集されており，

これらの差異は成長にともなう変化もしくは性差

によるものかを明らかにするため，さらなる標本

の入手と今後の研究が望まれる．
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